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（仮称）昭和女子大学・都営下馬アパート周辺地区 

第４回 街づくりを考える会 議事次第 

 
日時：平成2４年２月２３日（木）19：00～21：00 

会場：世田谷ボランティアセンター２階 会議室 

    

19：00～ 開会 

19：05～ あいさつ 

・世田谷区世田谷総合支所街づくり課長 小柴直樹 

19：10～  前回（第３回）の振り返り 

 ・【資料－１】グループワーク「街の将来像」について 

19：２５～ 街づくりの方向性について 資料説明 

 ・【資料－２】検討の流れ（平成２３～２５年度） 

 ・【資料－３】街づくりの方向性（たたき台） 

 ・【資料－４】将来の街づくりの方向性（エリア別） 

 ・【資料－５】将来の街づくりの方向性（主な改善策） 

19：４５～ 意見交換 

20：5０～ 今後のスケジュール 他 

21：00 閉会 

 
 

街づくりを考える会第４回 2012.02.23 



資料-１ 

 

街づくりを考える会第３回 グループワーク「街の将来像」まとめ 

 

    Ａ班              Ｂ班 

１． 安全、安心 

        法令順守  ずっと住み続ける       歩道 

        安全な街                 安全安心の街づくり 

 

２． 繋がり 

        情報伝達  人が集まる          コミュニケーション  多様な主体 

        交流、イベント              単身者が土地になじむ  絆 

        いろいろな種類の人            人のつながり  地域コミュニティ 

 

３． 活気、おしゃれ 

        時代に適した  子ども          路上にカフェのある街 

        住んでみたい街 外出が楽しい 

        いい街、いい顔 

 

４． みどり、個性 

        愛着・アメニティ こどもひろば      東西の中心緑軸  こどもひろば 

        新しい顔としての３４５号         人に自慢できる街 芸術家村 

        プロムナード   歴史ある街       みどり豊かな 

        下馬図書館付近              道と道の三角州 

 

５． 調和 

        住まいと学びと商いが調和した街      ひと、ものの共存 

 

６． その他 

                             ゆったり  穏やかな 

                             サービスが多様にある 

                             機能性を考えた 
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■検討の流れ（平成２３年度～２５年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【まちの将来像】(案) 

１．安全で安心な暮らしを守るまち 
l 安全で安心して快適に住み続ける社会の
実現のため、子供からお年寄りまでにやさ
しいユニバーサルデザインを推進する。 

l 防災に強い街を目指し、より一層の市街地
環境の改善・整備、地域住民の力や支え合
いによる防災体制づくりなどを推進する。 

 

２．人との繋がりと調和を大切にするまち 
l 子育て世代から高齢者世代まで、様々な世
代がバランスよくここで暮らせるよう、活
発な世代間交流や支援体制など推進する。 

l ここで暮らしている人や働く人、商店街や
大学、地域住民間との繋がりを大切にし、
活発な地域交流を推進する。 

 

３．活気のあるおしゃれなまち 
l たくさんの人が集まり、また来たくなるよ
うな場所や空間を創出し、人と人との心が
かよう活気と賑わい交流を推進する。 

l 活気とおしゃれな街づくりを目指し、商店
街の魅力アップや楽しく買い物空間づく
り、素晴らしい街並み景観整備などを推進
する。 

 

４．みどり豊かで個性を感じるまち 
l 世田谷地域を特徴づける大規模公園やま
とまったみどりの拠点づくりを目指し、
人々に安らぎと潤いのあるみどり豊かな
環境整備を推進する。 

l 地域のみどり資源を再発見し、地域のシン
ボルとして長年に渡って愛されるような
街の顔となるような風景づくりを創出す
る。 

第１回 考える会 
平成 23年 9月 15日 

～地区を“知る”～ 
●４つのテーマ（安全・安
心、アメニティー、アイ
デンティティ、にぎわい）
から街の問題点等を整理 

第２回 考える会 
平成23年11月30日 

～地区を“考える”～ 
●これまでの検討のまとめ
と街づくりの方向性を論
議する予定だった。 

第３回 考える会 
平成 24年 1月 24日 

～これまでの整理と今後～ 
●地区計画制度を勉強し、
本地区の街づくりの目
的、考える会の活動目的
等を再確認した。 

街歩き会 
平成 23年 10月 11日 

～街を知る～ 
●地区を３つに別れて街歩
きを実施し、街の問題点
等の洗い出し。 
 

第４回 考える会 
平成 24年２月２３日 

～地区を“デザインする”～ 
 

【地区の問題点と課題の整理】 

●考える会、街歩きの活動を通して認識を共有し
た課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●データ等からみた問題点・課題 

 
 
 
平成２２年度 
都営下馬アパート周辺地区地区計画策定に
関する住民意向調査等 

【街づくりの方向性】(たたき台) 

≪テーマ≫ いつもの安全・もしもの安心 
 
①住み続けられる住環境 
②南北方向の移動、避難 
③にぎわいのある商店街 
④世田谷公園と連続した緑の骨格づくり 
⑤会話が弾む魅力ある広場空間 
⑥地域と調和した土地利用 
⑦統一感のある街並み・景観 

平成２４年度 
～地区計画決定に向けて～ 
●懇談会、説明会の実施 
  都市計画法の手続き 

平成２５年度 
～地区計画決定に向けて～ 
●都市計画法の手続き 
条例改正 

 
 

地区計画原案 
・案の 
提示・検討 

 
 

地区計画案の 
都市計画決定等の 
手続き 

【まちづくり全般に関わる方向性】 

●まちの課題解決するために、地域住民と行政による
継続的な取り組みを行っていくべきテーマ 
 

誰にでもやさしい家と街 
ユニバーサルデザイン(バリアフリー) 
 

地域福祉の充実 
子育て環境や高齢者福祉の充実 

防災・防犯に強い 
地震、火事、空き巣、痴漢 

 

気持ちの良いマナー 
ごみ、タバコ 

買い物が楽しい 
にぎわいの再生、買い物不便地域、買い物難民の解消  

 

地区の魅力アップ 
魅力あるお店、特徴のある風景、施設の誘致 

 

地域での繋がり 
コミュニティの醸成、都営住宅、大学と地域のつながり  

 

緑の保全・地球環境への配慮 
省エネルギー・ヒートアイランド対策 

 

【個別のまちづくりテーマの今後の対応】 

 

 
検討方法や体制については、 
別途検討が必要 
 

 
地区計画制度以外によるルールづくり 
＊地区街づくり計画、街づくり協定の活用 

にぎわい 
・買い物環境や商店街 
・人の集まり   ・イベント 

その他 
・地域コミュニティ 
・住民参加  
・子育て    
・地球環境 

アイデンティティ 
・街の個性・魅力（らしさの探求） 
・歴史・文化  

安全安心 
・安全な道  ・災害時による避難路 
・ユニバーサルデザイン 

アメニティー 
・みどり、水、公園や広場、歩道 

 
 

都営下馬アパート周辺地区 
 

街づくり誘導方針 
(平成２０年) 
 

 
平成 21年度 都営アパート周辺地区地
区計画案策定支援業務報告書 

地区計画等によるルールづくり 

資料－２ 
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【街づくりの方向性】(たたき台) 

 

 

いつもの安全・もしもの安心 
 

１  住み続けられる住環境 

２  南北方向の移動、避難 

３  にぎわいのある商店街 

４  世田谷公園と連続した緑の骨格づくり 

５  会話が弾む魅力ある広場空間 

６  地域と調和した土地利用 

７  街並み・景観への配慮 
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≪テーマ≫ 



【街づくりの方向性】(たたき台)
≪テーマ≫ いつもの安全・もしもの安心
①住み続けられる住環境
②南北方向の移動、避難
③にぎわいのある商店街
④世田谷公園と連続した緑の骨格づくり
⑤会話が弾む魅力ある広場空間
⑥地域と調和した土地利用
⑦街並み・景観への配慮

東西
通路

将来の街づくりの方向性（エリア別） 資料-４

三
宿
通
り

世田谷公園

昭和女子大学

西澄寺
中里小

首都
高
３号
線・
国道
246
号

三宿中学校

駒繋小

主要生活道路２３８号（バス通り）

国道246号沿い

三宿通り沿い

住宅密集エリア

商
業
系

○建物の最低高さの確
保や地区の顔としてデ
ザインを揃えた街並み
を誘導する。
○目抜き通りとして、
歩行者や自転車の安全
性の向上を図る。
○壁面後退によるにぎ
わい空間を演出する。

○活気とにぎわいの
ある地域に密着した
商店街として、建物
のデザインや色や高
さを揃えた街並みを
誘導する。
○買物空間として、
安心して歩ける工夫
をする。

主要生活道路２３８号（バス通り）
【快適で楽しくゆったりと
買い物ができる地域の通り】

三宿通り
【おしゃれで魅力的な商業空間の通り】

○「三宿」のイメージ
を活かした、おしゃれ
で魅力的な空間を作る。
○建物のデザインや色
彩や高さに統一感のあ
る街並みを誘導する。
○壁面線後退空間には、
オープンスペースとし
て憩いの空間を創出す
る。

国道２４６号沿い
【だれもが安心して歩けるにぎわいの通り】

○街全体がこどもひろ
ば公園を中心に自然性
を高め、本地区の街づ
くりを先導するシンボ
ル的な景観・防災拠点
として整備する。
○地区の個性である高
木を保全、育成する。

商業系エリア（①＋③＋⑤＋⑦）

大規模敷地エリア（①＋②＋④＋⑤＋⑥＋⑦）

○良好な生活環境が感じら
れる住宅地となるよう建物
の高さや隣棟間隔等を誘導
する。

○地域の個性や季節感のあ
るみどり豊かな街づくりを
推進する。
○生垣や透視可能な垣・柵
の整備、敷地内緑化の推進
を図る。
○防災性の向上や広域避難
場所に至る安全な避難ルー
トの整備を促進する。

住宅密集エリア
【みどり豊かで明るい良好
な住環境の街】
(①＋②＋⑦）

国有地等の大規模敷地

大規模敷地エリア

都営下馬アパート

街づくりを考える会第４回

2012.02.23

○広域避難場所エリアを考慮し、地区内外か
らアクセスしやすい避難路（避難口）を確保
する。
○コンクリートブロック塀などの連続した閉
鎖的な空間は避け、解放的な沿道空間を誘導
する。
○学校敷地内のみどりの保全・緑化を推進す
る。
○建物の高さ制限、壁面後退等により周辺地
域と調和した街並み空間を誘導する。

昭和女子大・三宿中
【安全で潤いのある開放的な空間】

大規模敷地（民間敷地、国有地、都有地等）
【大規模な敷地と周辺の住宅地と調和した街】

○大規模敷地には、周囲に開かれたゆとりある空間（オープンス
ペースや緑地）を誘導する。
○壁面線の後退により、避難路にもなる道路空間を確保する。

○敷地内緑化、屋上・壁面緑化
を推進して、潤いある街並みを
形成する。
○周辺市街地と調和した建物の
高さに誘導する。

エ
リ
ア

こど
もひ
ろば
公園

こどもひろば公園
【地域の個性、風格
が感じられる街
（みどりの拠点）】
（①＋④＋⑦）

主
要
生
活
道
路
２
３
８
号
（
バ
ス
通
り
）
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